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・CO2排出量削減
・資源類廃棄削減
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1. ANA Future Promise
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1.  ANA Future Promise

【2021年6⽉ プレスリリース抜粋】

ANAグループでは、持続可能な社会の実現と企業価値向上を⽬指し、「環境」、「社会」、
「ガバナンス」に配慮したESG経営を推進しています。
ESGをより⾝近なものとして活動を推進していくにあたり、「ANA Future Promise」の
スローガンのもと、お客様のご理解やご協⼒をいただきながらANAグループとしての
⼀体感のある取り組みに発展させ、SDGsの達成を⽬指します。
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1.  ANA Future Promise

【ANA Future Promiseページ】 https://www.ana.co.jp/ja/jp/topics/ana-future-promise/

ANAのサステナビリティにかかわる取り組みを発信
分かりやすい、伝わりやすい、共感できる
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https://www.ana.co.jp/ja/jp/topics/ana-future-promise/


1.  ANA Future Promise

⽇本国内に加えてグローバルマーケットにおける訴求を展開
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【ドイツ語ページ】

【タイ語ページ】

【Twitter】



2. 中⻑期⽬標
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2.  中⻑期⽬標

CO2排出量の削減
2050年度までに実質ゼロ
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2.  中⻑期⽬標
資源類の廃棄率

2050年度までにゼロ
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3. 具体的な取り組み
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3.  具体的な取り組み 〜 CO2排出量削減 〜

SAFの活⽤
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SAFは何から出来ているの︖
ANAが調達しているSAFは廃⾷油、脂⾝部分や植物残渣などに代表される「動植物油脂」を原料としてい
ます。このほかにも古紙パルプや藻、都市ごみなどからも製造する技術開発が様々な企業で進められています。

SAFを使⽤するとどうしてCO2削減に繋がるの︖
SAFは地表上のものをリサイクルしています。化⽯燃料のように地中から地表上に炭素を掘り出さないため、
⼤気中のCO2濃度上昇を抑える効果があり、化⽯燃料と⽐較すると原材料の収集から製造、輸送、使⽤
など全ての段階を通してCO2排出量が最⼤80％程度抑制されます。

Sustainable Aviation Fuel ＝ 持続可能な航空機⽤の燃料

研究開発 普及促進 量産体制 サプライチェーン



3.  具体的な取り組み 〜 CO2排出量削減 〜

SAF Flight Initiative
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ANAをご利⽤いただく各企業の皆様に、本プログラムを通じてSAFのコストを⼀部負担いただくことで、
第三者機関の認証を受けたCO2削減証書を受け取ることができ、各社のCO2削減に貢献できる



3.  具体的な取り組み 〜 CO2排出量削減 〜

【年間】
約5,700トンの燃料消費量を削減

軽量カートの導⼊エンジンウォーターウォッシュ
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【東京ーロンドン線】
2.8トンのCO2排出量を削減

× 3個分 × 17,500個分

客室乗務員が機内サービスで
使⽤するカートを軽量化

エンジン内の洗浄により⾶⾏に必要な
燃料の量を減らし、CO2排出量を削減

25mプール 25mプール



3.  具体的な取り組み 〜 資源類廃棄削減 〜

機内⾷容器の変更 ⽊製カトラリー導⼊
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サトウキビから砂糖を作る際に不要になる
茎や葉を使⽤したバガス素材の⾷器を

国際線エコノミークラスに導⼊

森林管理協議会（FSC）認証の森林を
使⽤した環境にやさしい
⽊製カトラリーを導⼊

【年間】
317トンの使い捨てプラスチック量削減

【年間】
6トンの使い捨てプラスチック量削減

× 1,050万本分
500ml ペットボトル

× 20万本分
500ml ペットボトル



定期航空協会プレスリリース
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持続可能な社会の実現に向けて航空業界のメッセージを発信
2021年11⽉5⽇

定期航空協会プレスリリース



今後に向けて
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お客様に共感いただける活動を⽬指して、
引き続きANA Future Promiseの取り組みを進めてまいります



ありがとうございました
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